



































ター は、 1850年代までに「メカニックの町j として知られるようになる。第2章は1842年におけるウース
ターでのメカニック協会発足後の動きを追うとともに、メカニックによる社会運動が次第に労働者と製造
業者の運動に分かれていく有僚が捕かれる。第3挙ではメカニック協会でのヘゲモニーが製造業者に移る
-方で、彼等が反カトリック感情を刺激することによって自らの地位をL、かに固めていくかが論じられる。
そして、第4草ではメカニックイデオロギーの浸透により、メカニックは将来の資本家であるといったイ
メージが形成されたこと、そしてメカニックイデオロギーはまさに労働者を統合する論理となっていく過
料が描かれる。
第 2部は3つの章から構成される。第 5章はメカニック教育から工学教育への転換がどのように進んだ
のかというものであり、それは職場文化に基づく機械工学の教育から学校文化に基づく機械工学への移行
を意味した。第6草はテイラーと工学教育のかかわりが取り上げられ、技術者と労働者の関係についての
新たな位置づけがなされていく。第7章では芳生えつつあった巨大法人企業に注目し、そうしたところで
能動的『主体件J をもった人々が、つまりマンパワーが生み出されていくことが論じられる。第 3音[5の8
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章から12章においては、世紀転換期の職業教育の展開が追究される。そこでは、職業教育が当時の労資関
係といかに絡んでいるかについての克明な分析がなされる。そして、終草.においてマンパワーの20世紀的
な恵昧が問い返され、本論文が対象にした起点、の実証のもつ意義にふれている。
論文審査の結果の要旨
本論文のメインテーマであるマンパワーの発生史的研究は、これまで国際的にみても皆無に近い状況で
あり、その意味でもまず員-重なファクトファインディングである。著者は本論文作成のためにアメリカで
徹底した資料収集に当たっており、本論文に使われた一次資料の多さには圧倒される。本論文は研究分野
的にみて労働史に分類されるが、わが国ではまだまだ研究の歴史の比較的浅い領域であり、しかもアメリ
カ研究となるとなおさらである。したがって、本論文は内容もさることながら、かかるこれまでのわが国
の研究状況に照らしても、新たな成果を付け加えるに十分なものを有している。
本論文の魅力は、何といってもメカニックからマンパワーへという移り変わりについての飽くことなき
追究であり、ひとつの地域に絞ってのケーススタディではあるが、近代における人間像の転換を実に見事
に描き出している点である。それは社会科学で絶えず問題となったきた人間類型の析出を意識しての作業
であり、労働史という一定の視点、からの接近とはいえ 1-分成功している。本論文では、そうした枠組みの
もとで、エスニック摩擦が労資関係や験業教育運動の及ぼす影響とか、技能養成と労資関係を軸に新たな
労働者像がどのように形成されるのか等といった、いくつかの重要な論点においても鋭い切り込みを行っ
ている。また、マンパワーの発生に課題を限定しつつも、視野はその後の世界的な展開におかれており、
他の同にいかに受け入れられていったのかということについても必要な限りで論及している。とりわけ、
日本のケースについての関心は大きく、いくつかの示唆的な提示を行っている。
重みのある実託研究であり、とりわけ第l部や第2都の叙述は極めて明快であるが、一方でいくつか課
題も残されている。それは、第3部がやや独立したものになっていて、先に 2つの部とのかかわりが弱い
こと、また地域の事例研究という性格卜、全同レベルでの動きとの関係がもうすこし取り入れられでもよ
いこと、それらを踏まえて全体をもうすこしシェーマ化することもできたのではないかといった点があげ
られる。こうした要望にもかかわらず、本論文は優れた歴史研究に共通する実証的な魅力に満ち溢れてお
り、本論文全体から発せられる壮大なメッセージには大いに共感するものがある。労働史研究の醍醐昧を
思う存分昧わせてくれる本論文は、論文博上(経済学)の学位授与ーに十分値するものである。
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